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院内キッズスペース

気になる子どもの… 

ステロイドは大丈夫？ 問）長崎市子育て支援課 095-829-1270
小児科医 8/16・精神科医 8/9

親子の心の相談（要予約）
　　 ※長崎市民の方に限る

乳歯を早い時期に失ってしまったら

　永久歯への生え替わりの時期が来てい

ないのにむし歯などで、どうしても乳歯

を抜かなければならないことがありま

す。歯が抜けたままにしておくと隣の歯

がよってきて正常に噛むことができなく

なり将来、永久歯の歯並びが悪くなった

り、顎の成長に悪影響がでたりします。

そこで保隙装置といわれる装置を入れ、

隣の歯がよってこないようにします。下

の写真のお子さんは乳歯の奥歯を早い時

期に失った為に矢印の大人の歯が変なと

ころか

ら生え

てきました。この様な場合には

矯正治療が必要となります。

 

バンドループ（右の写真）

　奥歯が 1 本だけ抜けた場合に

使うつっかえ棒です。抜けた所

から永久歯が生えてきた場合に

はすぐにループをはずす必要が

あります。固定式ですのでどん

な子供にも使え違和感が少ないのが特徴です。保険を使用できま

すが、どこの歯科医院でもできるとは限りません。ご心配なら小

児歯科医へご相談ください。

小児義歯

　たくさんの乳歯を失ってしまい噛むのにも困る場合に使用しま

す。形は大人の入れ歯と似ており、ほとんど歯がない場合にも利

用でき、見かけも良くなります。しかし 4 歳以上でないと、なか

なかうまく使えませんし定期的な調整が必要です。

院長　行成哲弘

【資格、学会】
・日本小児歯科学会認定
　小児歯科専門医

日本矯正歯科学会、
全国小児歯科開業医会、
日本歯科医師会

院内キッズスペース

　夏になりました。虫さされはじめブツ

ブツの季節です。ブツブツで病院にかか

ると「ステロイド」の塗り薬を出される

ことも多いと思います。たまに「ステロ

イドって怖い薬なんですか？」と聞かれ

ることがあります。今日はステロイドの

塗り薬のお話し。

　ステロイドは炎症（痒み、腫れ）を抑

えてくれる物質です。塗り薬ではその強

さから 5 段階に分類されており、ブツ

ブツの部位、重症度にわけて使い分けま

す。1 最強 2 より強い 3 強い 4 穏やか

5 弱い。5 を使うことはほとんどありま

せん。子供に使うのは 3～4、たまに 2

です。皮膚は場所によって塗り薬の吸収

率が違います。吸収率の高いお顔やおちんちん周辺は 4、体は 3

を使うのが通常です。

　ステロイド、注意すべき副作用が2つ、皮膚の菲薄化と易感染です。

　菲薄化は皮膚が薄くなって血管が浮き上がってみえる現象で、

顔、肘などに強めのステロイドを長期に使用すると見られること

があります。個人差がありますが、3 を 30～50g／月程度まで

なら問題ないと言われています。症状が出ても、使用中止で改善

します。

　ステロイドは免疫作用を抑えますので、感染には弱くなります

（= 易感染）。ニキビ（アクネ菌）、ヘルペスなどの感染症の部位に

ステロイドを塗ると症状が悪化する恐れがあります。ステロイド

はしっかりと診断して貰ってから使用しましょう。

　長期に使うと効果が減弱する、皮膚に蓄積する、副腎が抑制さ

れ骨が弱くなる、は塗り薬のステロイドでは通常起こりません。

これからの季節よくみられる、汗疹、虫さされは、短い期間の使

用ですし、ステロイドの塗り薬の良い適応だと思います。しっか

り診断して貰って、正しく使っていきましょう。

院長　冨永典男

【資格、学会】
・医学博士 
・日本小児科学会専門医 
・日本アレルギー学会専門医

日本小児科学会、日本
アレルギー学会、日本
腎臓学会、日本小児感
染症学会

ゆきなり小児・矯正歯科
【小児歯科診療、矯正歯科診療、
予防、歯育て健診】

長崎市葉山2-5-26
TEL：095-857-8211

冨永小児科医院
【小児科一般診療、アレルギー一般診
療、予防接種、乳児健診、子育て相談】

長崎市かき道3-2-6
TEL：095-838-6060

教えて歯医者さん！

歯の生えかわりについてⅦ
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ママの子育て応援します！ 親子のひろば


